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 特別の教科道徳    第１学年 A 組２５名      府中市立上下中学校     

「自分の性格が大嫌い！」 

 
 
１ 日時  令和５年 10 月 13 日（金）13：00～ 
２ 場所  １A 教室（男子：9 名、女子 16 名、合計 25 名） 
３ 主題名 自分との付き合い方を考えよう【A－（３）向上心、個性の伸長】 
４ ねらい 「自分との付き合い方」を大切にしようとする作者の考えに共感し、自分の持っているよさ 

や個性の発見に努め、それを肯定的に捉え、伸ばしていこうとする意欲を育てる。 
５ 教材名 「自分の性格が大嫌い！」 （新しい道徳１ 東京書籍） 
６ 主題設定の理由 

（１）主題観・価値観 
 本主題は、中学校学習指導要領道徳編の中の A「主として自分自身に関すること」の中学校指導内容
項目の中で、（３）「自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き方を追求
すること。」を取り上げている。 

中学生になると、自己への理解も深まり、自分がどのような人間なのか関心が高まってくる。一方、
周りと自分を比べるようになり、他者より自分が劣っていると感じたり、自分の短所が気になって落ち
込んだりすることがある。しかし、他者と比較して自分を貶めてしまっては個々のよさの伸長を停滞さ
せてしまう。自分のよさを伸ばすためには、自分との向き合い方について考え、自分の個性と見方を変
えたり、個性に磨きをかけたりする考え方を学んでいく必要がある。また、自分のいやなところを改め
てさらに向上しようという気持ちを養っていく必要がある。 
 
◇内容項目とその系統 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

教
材
名

小学校第１学年及び第 2 学年 
A（４）自分の特徴に気付くこと。

小学校第３学年及び第４学年 
A（４）自分の特徴に気付き、長所を伸ばすこと。

小学校第５学年及び第６学年 
A（４）自分の特徴を知って、短所を改め 
長所を伸ばすこと。

中学校 
A（３）自己を見つめ、自己の向上を
図るとともに、個性を伸ばして充実
した生き方を追求すること。
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（２）生徒観 
本学級の生徒には、様々なことに積極的に取り組み、自分の思いを率直に伝えることができるよさを

持った生徒がいる一方で、何事にも丁寧に取り組み、言葉の内容を丁寧に選びながら発言する生徒もい
る。様々な性格やよさを持つ生徒がいるが、周りの目が気になり、そのよさを発揮できていない生徒が
多い。また、自身を客観的に見る視点が不十分であるため、友達に声をかけるときに言い方がきつくな
ってしまう等、意図せず他の生徒傷つけてしまうこともある。自分の個性や自己との向き合い方を考え
る中で、自分の個性についての捉え方を見直すことができるようにしたい。そして客観的に自己をとら
える視点を身に付け、自他を大切にする態度を身に付けさせたい。 

 
上下中学校アンケート（1 年生）の結果は下記のとおりである。（％） 

   
本学級の生徒には、積極的で発言が活発な生徒や慎重かつ丁寧に物事に取り組み、ことばの内容をよ

く考えて発言する生徒など、様々な個性を持つ生徒が存在する。一方で、他の人との違いに不安を感じ、
他者と自分との違いに悩んだり、考えの違いやすれ違いに戸惑ったりしている生徒も多い。アンケート
の結果では、「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している」の肯定的評価が 21.4％である。ここ
から、自分のよさを伸ばしたり、欠点を改善したりしようとする向上心が十分に発揮できていないこと
が考えられる。また、「自分と違う意見について考えるのは楽しい」の肯定的評価が 40.1％である。こ
こから、他者と自分の考えを比較しながら聴く力が身についていないという実態があると考えられる。
考えを比較する力がついていないと、自分を見つめて長所や短所を自覚することも他者のよさを受容
することも難しい。一方、「道徳の授業では、友達と話し合うなどして、自分の考えを深めたり、広げ
たりしている」の肯定的評価が 73.3％であることから、生徒は授業内では他者と話し合うなどして自
分と異なる意見を取り入れている、と感じているが、ただ意見を交換しているなど、深度の浅い交流し
か出来ていないと考えられる。 

  また、学級で事前にとったアンケートの結果は以下のとおりである。（％） 

 

 質問項目
とても 
そう思う

そう思う
肯定的 
評価

あまり 
そう思わな

い

そう思わ 
ない

 自分にはよいところがあると思う 37.5 43.8 81.3 12.5 6.3
 自分のよさは、まわりの人から認められていると思う 25.0 43.8 68.8 31.3 0.0
 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 14.3 7.1 21.4 71.4 0.0
 自分と違う意見について考えるのは楽しい 6.7 33.3 40.1 60.0 0.0
 道徳の授業では、友達と話し合うなどして、自分の考えを

深めたり、広げたりしている
20.0 53.3 73.3 26.7 0.0

 道徳の授業で勉強したことを、自分の生活に生かしている 13.3 60.0 73.3 26.7 0.0

 質問項目 はい いいえ

 自分には長所やいいところがありますか。 84.2 15.8

 
どのようないいところがありますか

積極的に行動するところ　最後までやり切る　

明るい　おもしろい　計画性がある　 

何事にも挑戦する　など

 自分には欠点や短所はありますか。 89.5 10.5

 
どのような欠点がありますか。

人見知り　自分からできない　すぐ諦める　

挑戦できていない　欲に負ける 

自信がない　意見を言えない　など
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  アンケートの結果では、「自分には長所やいいところがありますか。」をはいと答えた生徒が 84.2％、
「自分には欠点や短所はありますか。」をはいと答えた生徒が 89．5％である。多数の生徒が自分には
長所やいいところがあると考えているが、欠点や短所があると考えている生徒の方が若干多くなって
いる。ここから、自分には長所がないが短所はあると考えている生徒が学級の中に存在していることが
分かる。また、自分の短所について考えることができておらず、自己を客観視できていない生徒もいる
ことが考えられる。短所も長所も表裏一体であるという本教材の考え方をとおして、自分を客観的に捉
え直そうという意欲を高めていきたい。 

 
（３）指導観 

  本教材は、短所も長所の裏側として自分の性格を捉えることで、自分を客観的に捉える「自分との付
き合い方」を大切にしよう、という筆者の考え方を通して、自分の個性との向き合い方について考える
ことができる話である。 

  ① 導入では、漫画の台詞の分析やアンケート結果の分析をとおして、欠点や短所が誰にでもある
ことを実感させて、自分事として考えられるように方向付けを図るとともに、自他の欠点や短所
を受容できる空気を形成する。 

  ➁ 展開前半では、筆者の考え方を自分に置き換えて考えることで、短所と向き合うことの難しさ
について考えさせる。また、筆者の考えについて、「納得できる」「納得できない」「中間層」そ
れぞれの立場の生徒の意見について出させることで、様々な考えの違いについて注目させ、多様
な意見が存在するおもしろさに気づかせたい。また、事前に聞き出した短所を長所に置き換える
活動を行うことで、自分の長所にも気づかせたり、他者から自分のよさを認めてもらった実感を
持たせたりしたい。 

  ③ 展開後半では、短所と向き合う難しさを踏まえた上で様々な個性を持つ人がいる意味や自分と
向き合うことの必要性を考えることで、自分を受け入れた上で長所を伸ばしたり短所を改善しよ
うとしたりする向上心の価値について気付かせる。また、対話を充実させるワードを活用してグ
ループ協議を行うことで、自分と違う意見を取り入れながら考えを深めていくことのよさを涵養
させていく。グループ協議の際には意見を聴く姿勢や話し方、話す姿勢について確認し、互いの
意見を受容できる技能と場を確保する。 

  ④ 終末では、価値実現の重要性と難しさについて再確認した後に、自身の振り返りにつなげるこ
とで、本主題の内容を現実の問題として考えさせたい。また、道徳振り返りシート「あ・や・
め」の観点で学習を振り返らせる。（あ…新たな発見 や…やりとり め…目指す自分）観点に
沿って振り返ることで、授業からの学びを整理して、自分に置き換えて考えさせる。 

 
7 人権教育の３つの側面 

 資質・能力 目指す生徒像
 知識的側面 ・自分の短所との向き合い方や、自分を客観的に見る方法など自己と向き合って 

捉え直す方法に関する知識を得ている生徒
 価値的・態度的

側面
・自分の短所について受け入れて、自己を向上させようという意欲や態度のある生徒 
・自分と周囲の人との違いについて認めて、受け入れたり違いを生かしたりしようと

する意識や態度のある生徒
 技能的側面 ・他者の意見を能動的に傾聴し、適切な自己表現等を可能とするコミュニケーション

技術を取得している生徒
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８ 準備物  
 教科書、発問短冊、モニター、クロムブック、ワークシート、振り返りシート 
 

９ 学習指導過程  
 

段

階
学習活動

主な発問と予想される生徒の心の動き 
（〇主な発問 ◎中心発問 ●補助発問 
      ・予想される生徒の心の動き）

・指導上の留意点 
◆支援が必要な生徒への対応 
☆生徒への評価の観点

 

導
入　

５
分

１．「欠点なんて人それ

ぞれ」の意味を考え

る 

 

 

 

 

 

２．アンケートの結果を

見る

〇「欠点なんて」の続きに来る言葉は何だ

とおもいますか。 

・気にするな 

・たくさんある 

・人によって違う 

 

 

〇自分には長所やいいところがあります

か 

○どんな長所がありますか。 

○自分には欠点や短所がありますか 

〇どんな欠点がありますか 

 

○自分の欠点や短所についてどう思って

いますか 

・悩んでいる 

・直したい 

 

○「付き合う」ということばにはどのよう

な意味があるだろう 

・親しくなる 

・うまくやっていく 

・男女の関係

・漫画「聲の形」の一コマ

を「人それぞれ」を隠して

提示することで、「欠点」と

いう言葉の意味について

興味を持たせる。 

 

 

・欠点、短所が誰にでもあ

ることや、それを改善した

いと思っていることを確

認する。 

・欠点や短所に悩んでいる

のは自分だけではないこ

とを教師自信の自己開示

等をとおして理解させて、

生徒が安心して学習に取

り組めるようにする。 

 

・ことばの定義を確認する 

 

展

開

40

分

３．教材を読んで考える ○作者は、短所や長所をどのように見るこ

とが大切だといっていますか 

・短所と長所は裏表の関係 

・短所の裏の長所を見つけることで、短所

も受け入れられる 

 

 

○作者の考えに納得できますか 

納得できる 

・短所と長所が裏表という考え方をした

ことがなかったから意識してみようと

思った 

・自分に当てはめたら確かにそうだと思

・作者の考えは短所を肯定

的にとらえるひとつの視

点であることを確認する

一方で、簡単には受け入れ

られない弱さ、難しさがあ

ることに気付かせる。 

 

・「納得できる」と「納得で

きない」の座標軸を出し、

自分の考えをネームプレ

ートで貼らせることで、そ

れぞれの立場を明確にす

るともに、中間層の意見を
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 った 

 

納得できない 

・そう言われてもやっぱり短所は気にな

る 

・自分の短所を長所として考えられない 

・短所を意識するだけでイライラす　る 

 

中間層 

・納得はできるけど、自分はできる気がし

ない 

・言っていることがよくわからない 

 

○自分の短所を長所に置き換えてみよう 

・うるさい⇒人前で話せる 

・自分の言いたいことを言えない 

　　　　　　⇒まわりを気遣える 

・おとなしい⇒やさしい 

・短気⇒熱意がある 

 

●班の人に自分の短所を長所に置き換え

てもらおう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●短所を長所に置きかえるとどう感じま

した。 

・自分を受け入れられるようになる 

・自分を客観的に見ることができるよう

になる 

・自分が活躍できるところを見つけやす

くなる 

・自分が他の人を見るときの見方も変わ

吸い出せるようにする。 

・事前にワークシートに自

分の意見と理由を書いて、

意見を整理する時間を確

保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・短所を長所に置き換えて

もらってどのように感じ

たか共有し，短所を長所に

置き換える意味合いを考

えさせる。 

・班活動の前に個人思考の

時間を確保する。 

◆短所が思いつかない生

徒は，アンケートの結果を

利用するように伝える 

 

・自分の長所をとおして短

所を見つけ、自分を捉え直

して向上させることもで

きることにも触れ、偏った

見方にならないようにす

◎人権教育との関わり 
【知識的側面】 
・自己と向き合って捉え
直す方法に関する知識 
【指導上のポイント】 
・短所も少し考え方を変
えれば，長所になることを
確認する。

◎人権教育との関わり 
【価値的・態度的側面】 
・周囲の意見を否定せず
受け入れようとする意欲
や態度 
【指導上のポイント】 
・多様な受け取り方があ
って，置き換えた結論が
様々にあることに気づか
せる
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 りそう 

 

 

 

◎「自分と付き合う」ために大切なことは

何だろう 

・自分の活躍できるところを見つける 

・自分を客観的に見る 

・自分の短所を長所に置き換える勇気を

もつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作者の考えに納得できますか。意見が変

わった人は動かしてみましょう

る。 

 

 

 

 

 

 

・自由交流にして、様々な 

意見を取り入れられるよ 

うに場を設定する。 

・対話を充実させる 

ワードを活用するように 

意識させ、対話をとおし 

てより深い理由を引き出 

しあえるようにする 

☆授業の内容を活用しながら　

自分なりの考えを書くこと 

ができている。 

　（ワークシート） 

 

・自己の考えを修正する場 

を設定するとともに、自 

分の気持ちの変化や考え 

の深まりをふり返りに繋 

げるような声かけを行う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返　

り 

 

５

分

４．本時の振り返りをプ

リントに書き込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の授業の振り返りをしましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの視点から振り返

りをさせる 

あ：（新たな発見）新たな

疑問や気づいたこと 

　私は、授業の最初は、正直

短所を受け入れるといわれて

もしんどいし大変だから嫌だ

な、と思っていました。しか

し、今日の授業をとおして自

分をいい方向に変えるために

はどんな自分も受け入れるこ

とが必要なんだと気付きまし

た。一気には難しいかも知れ

ないけれど、今日から少しず

つ自分の短所を長所と言える

ように自分と向き合っていき

ます。

◎人権教育との関わり 
【価値的・態度的側
面】 
・自己の捉え方や自分
と 

の向き合い方に関す
る考え方を深めたり
向上させたりしよう
とする意識や態度 

【指導上のポイント】 
・教材や周囲から得た考
え方や知識によって考
えをより強固なものに
したり，変化させたりす
ることで自分の生き方
をよりよいものにでき
ることに気づかせる。
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10 板書計画 

 や：（やりとり）友達とのや

りとりからわかった

こと 

め：（目指す自分）これから

の学習や生活に生か

すこと 

◆すべて記入することが難し

い生徒は、新たな発見の部分

だけでも記入できるよう 

に声かけをする。 

☆自分の長所や短所を受け 

入れ自分を向上させていく 

ことの大切さに気付き、自 

分が今後どのようにしてい 

くか考えられている。 

（振り返りシート）


